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総務の引き出し〉〉〉

ファシリティ
マネジメント

四
月
か
ら
、「
全
国
四
七
九
社
総
務
部
門
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
「
総
務
部
門
の
役
割
と
し
て
重
要
に
な
る
と

思
う
こ
と
」
の
上
位
項
目
に
沿
っ
て
、
お
話
し
し
て

き
ま
し
た
。
今
回
は
、
最
近
本
社
移
転
を
行
っ
た
三

〇
〇
人
規
模
の
企
業
の
事
例
に
触
れ
な
が
ら
、
重
要

課
題
へ
の
取
り
組
み
を
ま
と
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

重
要
課
題
全
て
に
取
り
組
む

　

図
表
①
は
、
こ
の
上
半
期
に
取
り
上
げ
た
テ
ー
マ

で
す
。
経
費
節
減
、
組
織
改
革
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
、
オ
フ
ィ
ス
改
善
、
健
康
管
理
、
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
う
ち
、
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
個
別
で
も
十
分
取
り

組
み
に
値
し
ま
す
が
、
本
来
は
相
互
の
関
係
性
を
踏

ま
え
、
検
討
や
導
入
を
同
時
進
行
さ
せ
る
の
が
望
ま

し
い
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
本
社
移
転
を
き
っ
か
け

に
、
全
て
の
項
目
の
検
討
を
同
時
に
進
め
た
事
例
を

ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｘ
社
の
場
合

　

Ｘ
社
は
、
経
費
節
減
を
最
大
目
的
と
し
て
、
集
約

で
は
な
く
分
散
移
転
を
実
施
。
こ
の
移
転
を
き
っ
か

け
に
、
オ
フ
ィ
ス
の
徹
底
的
な
ス
リ
ム
化
、
働
き
方

の
無
駄
の
排
除
、
社
外
リ
ソ
ー
ス
の
利
用
に
よ
る
従

業
員
負
担
の
削
減
を
目
指
し
ま
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
移
転
は
執
務
面
積
や
会
議
室
の
大
幅
な
減

ド
レ
ス
運
用
。
流
動
的
な
働
き
方
を
実
現
す
る
と
同

時
に
今
後
の
在
宅
勤
務
の
布
石
と
し
ま
し
た
。

⑶
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス　

外
部
倉
庫
へ
の
保
管
文
書

の
量
と
種
類
を
見
直
し
、
社
内
の
収
納
の
施
錠
ル
ー

ル
を
再
設
定
。

⑷
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ　

多
拠
点
化
を
踏
ま
え
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
カ
ー
ド
、Ｐ
Ｃ
、Ｐ
Ｈ
Ｓ
等
の
運
用
を
再

設
定
。

⑸
健
康
管
理　

従
業
員
の
た
め
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

ス
ペ
ー
ス
（
マ
ッ
サ
ー
ジ
室
）
を
運
営
。
ビ
ル
の
屋

上
で
の
菜
園
を
運
営
。
全
従
業
員
が
参
加
可
能
。

三
年
に
一
度
、
大
胆
な
施
策
を

　

企
業
は
自
社
の
業
績
、
人
員
の
変
化
、
業
態
の
変

化
、
組
織
の
変
更
な
ど
に
よ
り
、
結
果
的
に
オ
フ
ィ

ス
の
移
転
等
を
検
討
し
ま
す
が
、
自
社
保
有
オ
フ
ィ

ス
の
企
業
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
経
営
は
と
き
に

「
時
代
の
変
化
に
対
応
」「
ス
ピ
ー
ド
経
営
」
等
を
方

針
と
し
て
掲
げ
ま
す
。
自
社
保
有
オ
フ
ィ
ス
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
総
務
担
当
部
門
と
し
て
は
、
三
年
に

一
度
は
能
動
的
に
大
規
模
な
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
を
検

討
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
経
営
の
重
要
課
題

全
て
を
棚
卸
し
し
、
そ
の
時
代
に
必
要
な
Ｆ
Ｍ
環
境

を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
企
業
業
績
を
高
め
る
重
要
な

施
策
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
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次
回
は
、「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」
に
つ
い
て
フ

ァ
シ
リ
テ
ィ
の
事
例
を
交
え
な
が
ら
お
話
し
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

少
、
拠
点
分
散
な
ど
、
利
便
性
の
低
下
を
伴
う
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
従
業
員
が
受
け
る
マ
イ
ナ
ス
イ
メ

ー
ジ
の
払
拭
、
も
ろ
も
ろ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
メ
リ
ッ

ト
に
変
え
る
べ
く
、
移
転
の
八
か
月
前
に
社
内
メ
ン

バ
ー
を
募
り
、「
移
転
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
（
図
表
②
）。
移
転
に
か
か
わ
る
実
務
は

Ｐ
Ｍ
会
社
に
移
管
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
は

経
費
削
減
の
達
成
と
働
き
方
の
改
善
の
両
立
に
向
け

知
恵
を
絞
る
こ
と
に
注
力
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

予
想
し
た
ほ
ど
の
不
便
さ
も
な
く
、
新
生
活
を
ス
タ

ー
ト
で
き
て
い
ま
す
。
主
な
テ
ー
マ
と
具
体
的
な
取

り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

⑴
経
費
節
減　

築
年
数
は
古
い
が
、
賃
料
が
安
い
小

規
模
ビ
ル
を
複
数
調
達
し
、
駅
前
立
地
の
獲
得
と
年

間
約
一
億
円
を
超
え
る
コ
ス
ト
削
減
を
実
現
。
移
動

効
率
が
上
が
っ
た
と
従
業
員
の
評
判
も
上
々
。
拠
点

増
と
今
後
の
出
店
計
画
に
向
け
、
拠
点
の
一
元
デ
ー

タ
管
理
を
導
入
予
定
、
ま
た
総
務
代
行
業
務
の
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
先
を
社
内
に
常
駐
さ
せ
、
従
業
員
の

業
務
の
負
担
軽
減
を
は
か
っ
て
い
ま
す（
写
真
①
）。

⑵
組
織
改
革　

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
導
入
、
全
従
業
員
の

Ｐ
Ｃ
を
ノ
ー
ト
化
し
、
営
業
部
隊
の
席
を
フ
リ
ー
ア

3年ごとに重要課題全てに取り組む

図表① 上半期に取り上げた重要課題

図表② Ｘ社のプロジェクト体制

写真① 総務代行のアウトソーシング先のようす

号 テーマ ポイント

4月 はじめに
総務の課題＝経営
課題ＦＭで解決するた
めの考え方

① 総務の担当者でもっとも望ましいのは「経営ブレーン」タ
イプである。
② 「経費節減」「組織変革」「コンプライアンス」「健康管理」
「情報セキュリティ」などが重要課題。
③ 企業の目指す姿を明らかにし、未来に目を向けて高い視
点で施策を考える必要がある。

5月 健康管理
「健康管理」の観点から
取り組むＦＭ施策

① 従業員の健康管理は、「自己責任・自己管理」から、「健康経
営」へ。
② メンタル不調予防には、短時間のこまめな会話の推進と
社風に合わせたオフィス構築を。

6月 コスト削減
ファシリティ情報の一
元化を

① ファシリティのコストは全体把握が困難な企業が多い。
② 拠点情報を一元管理できる「整理棚」のようなツールが有
効。

7月
情報
セキュリティ

情報セキュリティに関
する第三者認証の効果

① 情報セキュリティはどの企業でも例外なく対応を求めら
れる。
② 「第三者認証」の取得が企業の情報セキュリティの推進の
近道。

8月 組織改革
組織力を高めるための
ファシリティの考え方

① 組織改革には、ICT（インフォメーション＆コミュニケー
ションテクノロジー）が有効。
② 人が自然に交流するような工夫と「在籍表示システム」な
どのICTでコミュニケーション推進を実現。
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1986年、株式会社リクルートコスモス入社（現、株式会社コスモスイニシア）、そ
の後株式会社コスモスモアに転籍、約11年にわたり総務、人事、情報IT、経営企画
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